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A C  N a g a n o  P A R C E I R O 

信 州 ダ ー ビ ー で の 応 援 に つ い て 
いよいよ南長野での信州ダービーです。  

 

南長野でのダービーと言えば、私たちにとっても気合いの入る試合です。06年のグリーンフラッグ作戦や、07年の雷鳥ビッグフラッ

グなど。 これまで私たちウルトラスは、多数の山雅サポーターの皆さんにご協力いただき、大がかりな演出を実施してきました。 

しかし、今日のダービーにおいて、私たちは特別な演出は行いません。ビッグフラッグやコレオグラフィーなどのビジュアル作戦は、

行いません。  

絶対に悲願のJFL昇格を決めたい今シーズン。 この試合が持つ意味の大きさは分かっています。 

全てのサポーターにとって、この日に懸ける気持ちは強いのも当然理解しています。 

しかし、敢えて今年の南長野でのダービーでは、派手な演出はしません。 

  

大がかりなビジュアルを行わない代わりに、皆さんにひとつだけお願いがあります。 

ゴール裏もバックスタンドも、全ての山雅サポーターへのお願いです。  

 

選手入場前の数分間、立ち上がってチームに声援を送ってください。 
試合前の数分間だけで結構です。 立ち上がっての応援に協力してください。  

 

この作戦を選んだ理由は二つあります。  

一つは、ダービーを盛り上げることよりも、直接選手たちに気持ちを伝えることを優先したかったということ。それぞれが立ち上がり

応援をするということは、みんなの想いをダイレクトに伝えたいということです。 山雅の為に立ち上がり、歌に合わせて手を叩いた

り、声を出したり、飛び跳ねたりすること。 皆さんはそれによって、自分の気持ちを示してください。そして、戦いに臨む選手たちに少

しでも大きな力を与えてください。  

もう一つの理由は、今年のスローガンである「One soul」を体現したかったということ。「One soul」とは、チームに関わる全ての人間

が一つの気持ちで戦う、ということです。 その為には、スタジアムにいる全てのサポーターが団結しなければなりません。今年の応

援方針である「日本一の拍手」も、サポーターの一体感を表すためのものです。 今回の作戦によって、立ち上がって盛大な拍手を

送ることにより、より強い一つの想いを表現できると考えています。 その光景は、きっと選手たちを奮い立たせ、チームを勝利へと

導くはずです。  

全ての山雅サポーターのこの試合に懸ける想いを伝えるために。  

そして、敵地へ乗り込んだ山雅の仲間全員で戦うんだということを示すために。  

みんなで立ち上がり、私たちのクラブにありったけの想いを伝えましょう！  

 

作戦の詳細に関しては、直接説明させていただきます。立ち上がっての応援を行うのは、試合前のほんの少しの時間です。  

皆さんのその少しの時間を貸していただければと思います。是非とも、よろしくお願いします。  

 

全ての山雅サポーターの想いを一つに、共に駆け上がりましょう！！  

皆さんのご協力をお願いします！！ 
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